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政
治
学
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●

ア
プ
ロ
ー
チ

ー
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
の
応
用
I
I

鶴

木

真

←）

　
2
、
ミ
∋
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
の
主
要
な
流
れ
の
一
つ
が
．
H
・
D
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
に
発
す
る
こ
と
は
、
こ
の
研
究
が
行
動
科
学
と
緊
密
な
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
ソ

つ
ぎ
を
発
生
当
初
か
ら
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
行
動
科
学
の
定
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
現
在
に
到
る
過
程
の
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
マ

そ
の
内
容
と
位
置
づ
け
が
変
遷
し
て
き
た
こ
と
は
容
易
に
指
摘
し
え
よ
う
。
こ
の
変
遷
は
、
行
動
科
学
を
常
に
操
作
的
、
分
析
的
に
強
化
し
て
行

く
方
向
を
持
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
行
動
科
学
は
も
は
や
単
に
、
社
会
学
、
文
化
人
類
学
、
心
理
学
、
政
治
学
な
ど
の
総
称
で
は
な
く
、

ま
た
、
そ
れ
ら
諸
科
学
間
で
の
用
語
の
援
用
や
場
当
り
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
折
衷
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
く
な
つ
て
い
る
。
行
動
科
学
に
は
、

整
序
づ
け
ら
れ
た
理
論
体
系
と
分
析
枠
組
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
存
在
に
よ
つ
て
こ
そ
、
行
動
科
学
が
基
本
的
に

は
人
間
行
動
を
、
よ
リ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
よ
り
総
体
的
に
解
明
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
ら
し
い
科
学
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

わ
れ
わ
れ
は
行
動
科
学
へ
の
体
系
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
を
極
め
て
有
力
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
、
・
三
昌
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
一
六
八
三
）



　
　
　
政
治
学
へ
の
マ
・
三
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
一
六
八
四
）

　
体
系
論
、
お
よ
び
体
系
分
析
の
第
一
の
前
提
は
、
体
系
を
構
成
す
る
諸
単
位
間
に
相
互
作
用
が
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
相
互
作
用
に
着

目
し
た
、
き
わ
め
て
有
力
な
も
の
に
コ
ミ
∋
榊
ケ
：
シ
ョ
ン
・
ア
ブ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
γ
と
い
う
言
葉
は
、
原
初
的
な
生
物

の
レ
ベ
ル
か
ら
人
間
の
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
、
あ
る
い
は
ま
た
機
械
に
お
い
て
さ
え
も
、
そ
の
行
動
の
一
定
の
基
本
的
特
質
を
、
解
明
し
理
解

す
る
共
通
の
枠
組
を
提
供
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
互
作
用
を
と
お
し
て
一
つ
の
体
系
を
構
成
す
る
譜
単
位
は
．
一
つ
の
実
体
と
し

て
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
内
的
統
一
性
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
豪
た
諸
単
位
間
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
な
し
に
は
相
互
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

用
が
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
行
動
科
学
が
対
象
と
す
る
人
間
行
動
に
関
し
て
言
え
ば
、
コ
ミ
∋
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
「
象
歓
」
と
「
文
化
」
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
相
互
作
用
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
安
定
す
る
た
め
に
、
制
度
化
さ
れ
た
規
範
が
不
可
欠
と
な
る
。
さ
ら
に
コ
、
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ソ
は
、
象
徴
を
と
お
し
て
行
わ
れ
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
即
物
的
な
満
足
を
も
た
ら
す
必
要
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
個
々
の
人
間
行
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
集
合
さ
れ
た
レ
ベ
ル
で
の
分
析
に
も
有
効
に
適
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
社

団
．
組
織
、
社
会
、
国
家
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
γ
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が
つ
て
、
例
え
ば
近
代
的
な
国
民
国
家
は
、
国
内
へ
の
ま
た
国
外
へ
の
、
双
方
に
わ
た
る
情
報
の
交
換
の
上
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
と
決
定
の
体
系
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
現
実
に
は
構
成
要
素
問
の
選
好
の
相
違
に
由
来
す
る
価

値
の
衝
突
な
い
し
抵
触
が
お
こ
る
。
し
た
が
つ
て
特
定
の
局
面
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
に
一
貫
性
や
両
立
可
能
性
を
与
え
る
規
則
な
い
し
前
提
が
必

　
　
　
（
5
》

要
と
な
る
。
こ
こ
に
、
社
会
諸
科
学
の
各
々
の
対
象
領
域
が
、
そ
の
規
則
た
い
し
前
提
の
把
握
の
仕
方
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
政

治
学
に
お
い
て
は
、
政
治
体
系
の
発
展
、
維
持
を
基
本
価
値
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
設
定
さ
れ
る
具
体
的
諸
目
標
の
達
成
に
む
け
て
、
諸
構
成
単
位

間
の
相
互
作
用
を
統
合
す
る
際
の
規
則
な
い
し
前
提
が
、
研
究
の
対
象
領
域
を
特
定
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
「
希
少
な
価
値
の
権
威
豹
配

（
6
》

分
』
で
あ
る
と
考
え
る
。



　
体
系
論
に
は
、
そ
の
構
成
に
具
体
的
な
実
体
を
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
る
も
の
と
み
る
物
理
的
体
系
論
（
一
般
体
系
論
）
と
．
そ
の
具
体
的
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
》

体
の
持
つ
あ
る
局
面
や
特
性
か
ら
概
念
的
に
想
定
し
た
構
成
的
体
系
論
と
が
あ
る
。
後
者
の
有
効
性
を
主
張
す
る
者
は
、
そ
れ
が
容
易
に
政
治
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

系
の
内
縁
と
外
縁
と
を
明
瞭
に
し
う
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
前
者
は
、
そ
れ
を
明
瞭
に
し
に
く
い
が
、
体
系
構
成
の
恣
意
性
を

排
除
す
る
と
い
う
後
者
に
な
い
利
点
を
有
し
て
い
る
。
か
く
て
．
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
は
．
こ
の
二
つ
の
体
系
論
の
相
互
の
弱
点
を
補

い
う
る
新
た
な
体
系
論
の
模
索
に
あ
る
。
そ
の
展
開
は
、
行
動
科
学
に
統
一
科
学
と
し
て
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
れ
へ
の
有
効
な
一
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
一
般
体
系
論
的
共
通
の
準
拠
枠

を
用
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
政
治
体
系
分
析
の
有
効
な
手
段
と
し
て
も
成
立
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
H
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
が
主
催
L
た
『
戦
時
コ
ミ
ュ
昌
ケ
聖
シ
ョ
ソ
研
究
委
員
会
』
の
リ
サ
ー
チ
・
チ
ー
ム
に
は
．
文
化
人
類
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
政
治
学
な
ど
の
分
野
か
ら
．

　
多
く
の
若
い
研
究
者
が
あ
つ
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
歴
、
戦
後
の
行
動
科
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
政
治
学
者
と
L
て
は
、
D
・
ト
ル
ー
マ
ン
、
1
・
ブ

　
3
ル
℃
A
・
ジ
3
曜
ジ
、
E
・
シ
ル
ズ
、
M
・
ジ
ャ
ノ
ヴ
ィ
ツ
な
ど
が
い
る
。

　（2

）
　
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
に
お
い
て
は
．
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
、
行
動
科
学
ア
プ
ロ
ー
チ
は
伝
統
的
政
治
学
ア
プ
ロ
ー
チ
に
た
い
す
る
反
抗
で
あ
り
、
た
と
え
ぽ
R

　
　
・
ダ
膠
ル
は
、
そ
の
反
抗
運
動
の
勝
利
を
述
べ
て
い
る
．
　
（
界
ご
＞
田
ポ
6
目
寅
固
壁
く
5
函
＞
ピ
＞
り
｝
国
O
》
σ
国
毫
男
O
目
目
O
ト
ピ
8
日
2
0
蝉
国
国
弓
＞
℃
出
蝋
φ
轡
＞

　
冨
O
ぎ
爵
2
弓
膚
○
卜
旨
O
O
国
宏
q
盲
り
ぎ
虜
目
、
弓
冒
＞
冒
田
O
＞
乞
8
目
目
O
魯
oo
9
国
乞
O
国
男
固
く
目
妻
．
＜
O
劉
ピ
＜
」
8
ド
　
さ
ら
に
今
日
、
ア
メ
リ
カ
政

　
治
学
会
会
長
と
な
つ
た
D
・
イ
ー
ス
ト
ソ
の
『
行
動
革
命
以
後
』
の
主
張
は
、
行
動
科
学
に
た
い
す
る
期
待
の
こ
の
よ
う
な
風
潮
に
再
考
を
促
し
・
行
動
科
学
の
新
ら
し
い
展
開
の
必
要

　
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
　
（
豆
塞
弓
Q
堵
、
、
弓
国
固
乞
国
ミ
嵩
＜
O
β
唱
目
0
2
望
唇
自
目
O
＞
ピ
8
自
乞
O
国
。
、
り
目
爵
＞
目
固
O
≧
須
帽
Q
■
昌
岩
≧
『

　
零
旨
署
臼
困
寒
冒
ヨ
＜
〇
一
・
ピ
首
製
一
》
園
二
面
＄
）

　
（
3
）
　
狭
い
意
味
で
は
．
前
者
を
ご
国
O
拐
3
累
・
蛋
一
乞
O
団
鶉
O
Q
国
紹
と
呼
び
、
後
者
を
O
O
豪
目
2
岩
卜
目
O
乞
り
蓼
8
固
器
と
呼
ぶ
．
（
■
℃
＞
霧
○
器
暢
．
．
8
Ω
暑

　
暑
国
脚
》
O
目
O
零
．
一
客
身
◎
国
閑
翼
＞
嬉
O
璃
き
身
O
喫
O
ド
◎
旧
国
目
＞
O
周
◎
国
国
§
一
き
o
慶
O
局
客
O
国
砕
）
ま
た
．
粗
互
作
用
を
持
つ
単
位
と
、
そ
の
環
境
は
相
互
作
用
を

　
と
お
し
て
一
つ
の
体
系
を
構
成
す
る
．
こ
の
場
合
、
環
境
と
は
自
然
的
環
境
の
み
な
ら
ず
．
人
為
的
環
境
を
も
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
相
互
作
用
理
論
が
形
成
さ
れ
る
。
（
岡
部
．
土
方
、

　
岡
田
共
著
「
社
会
的
行
動
』
培
風
館
昭
和
四
四
年
）

　
（
4
）
鋭
2
0
国
目
鍔
．
．
目
…
日
卜
客
≧
U
旨
呂
匿
逗
さ
昭
国
Ω
冨
O
場
8
目
セ
目
堵
一
〇
卜
目
O
乞
の
G
霞
ご
切
帰
．
．
舅
も
。
O
切
＞
皆
駆
名
O
裂
目
出
国
P
8
2
臼
燭
騒
閑
＞
国
吋

　
り
Q
昌
昌
O
き
＞
乞
＞
ピ
属
器
し
8
8
国
曽
圏
り
霧
●
同
．
一
の
立
場
に
よ
る
注
目
す
べ
き
薯
述
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
国
一
U
国
d
§
犀
噌
冒
乞
国
国
く
塁
O
局
Ω
O
＜
固
鶉
客

　
　
勇
ぢ
紹
齢
問
鶉
固
固
層
舅

　
　
　
　
政
治
学
へ
の
ぞ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
γ
・
ア
ブ
即
匿
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
騨
六
八
五
）



　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
ュ
昌
ケ
璽
シ
翠
γ
・
ア
ブ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
一
六
八
六
）

（
5
）
　
政
治
学
の
領
域
に
お
い
’
』
．
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
『
政
治
文
化
』
の
問
題
と
重
要
准
関
連
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

（
6
）
　
9
塞
臼
◎
罫
＞
問
㌍
諾
国
妻
O
震
周
O
国
憎
Q
属
目
O
＞
ビ
夷
＞
ト
吋
の
栃
一
裟
・
り
剛
臼
2
目
O
や
出
≧
「
ピ
●
（
岡
村
忠
夫
訳
『
政
治
分
析
の
基
礎
』
み
す
ず
書
房
）

（
7
）
　
O
。
麟
O
自
冨
ρ
o慶
輿
o
o
月
ロ
蟹
O
男
ぎ
目
目
O
き
重
O
蝉
℃
男
国
乞
目
Ω
甲
馨
γ
一
舞

　
　
ペ
ル
タ
ラ
ソ
フ
ィ
ー
ら
の
コ
般
体
系
論
』
は
前
者
に
属
し
．
イ
置
ス
ト
ン
．
M
・
カ
ブ
ラ
ン
ら
の
政
治
体
系
論
は
後
者
に
属
す
る
。
な
お
一
般
体
系
論
に
関
す
る
理
解
ぽ
憲
と

　
し
て
次
の
著
述
に
よ
つ
た
．

　
O
●
瑠
O
髪
ρ
ε
‘
9
鱈

　
　
ダ
昌
淘
日
き
〉
乞
ヨ
．
O
国
署
国
馨
蟄
跨
醐
国
日
田
日
◎
垣
瑠
9
国
Q
自
乞
ご
》
目
O
誘
一
d
宰
警
O
り
冒
固
乞
β
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μ
虜
’
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q
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一
卜
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国
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属
俸
＞
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饗
》
噌
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Q
轡
日
9
8
0
男
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O
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胃
器
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噌
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爵
o
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爵
o
m
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ざ
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噌
Ω
象
。
冨
一
¢
釜
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響
器
ダ
＜
o
一
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図
メ
一
零
O
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老
の
他
．
関
西
大
学
の
山
川
雄
己
氏
．
0
・
ラ
ソ
ゲ
・
M
・
カ
プ
ラ
ン
、
W
・
パ
ッ
ク
レ
イ
の
諸
著
述
か
ら
多
く
の
示
唆
を
う
け
た
．

⇔

　
コ
．
・
・
∋
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
と
政
治
学
と
は
、
元
来
、
政
治
的
相
互
作
用
の
過
程
に
分
析
の
焦
点
が
む
け
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
》

関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
に
入
つ
て
社
会
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
、
主
要
な
軸
の
一
つ
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
以
来
、
飛

躍
的
に
緊
密
度
を
増
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ス
・
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
特
殊
な
機
構
と
性
格
は
、
社
会
の
全
体
的
な
コ
ミ
ラ
一
ケ

ー
シ
ョ
ソ
過
程
腕
社
会
的
相
互
作
用
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
政
治
学
に
お
い
て
も
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
昌

ケ
ー
シ
ョ
γ
の
研
究
は
大
き
く
役
立
ち
う
庖
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
初
期
の
行
動
科
学
ア
プ
ロ
1
チ
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な

　
（
2
》

つ
た
。
し
か
し
行
動
科
学
が
理
論
的
整
備
を
目
ざ
し
て
．
そ
の
内
容
を
変
遷
さ
せ
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
望
γ
の
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
ヨ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
分
析
』
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
る
と
す
る
反
省
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ス
・
コ
ミ
∋
顧
ケ
ー
シ
ョ

ソ
と
い
え
ど
も
社
会
の
全
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
に
と
つ
て
は
、
単
に
多
く
の
要
因
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
社
会
に
は
多
様
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
チ
ャ
γ
ネ
ル
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
各
々
の
複
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、

相
互
依
存
、
相
互
作
用
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
と
機
能
の
全
体
的
パ
タ
ー
ン
（
そ
れ



は
．
も
は
や
個
々
の
チ
ャ
ソ
ネ
ル
で
は
な
く
．
マ
」
昌
ケ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
そ
の
も
の
）
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
政
治
学
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な

　
　
　
　
　
（
4
》

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
具
体
的
適
用
に
は
、
お
よ
そ
三
つ
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
政
治
行
動
を
コ
動
・
・
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
の
考
察
か
ら
理
解
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
体
系
、
環
境
、
応
答
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
チ
ャ
ソ
ネ
ル
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
入
力
、
出
力
な

ど
の
諸
概
念
を
用
い
て
、
政
治
体
系
や
政
治
過
程
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
地
域
研
究
者
や
一
部
の
比
較
政
治
学
者
に
よ
り
な
さ

れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
で
展
開
さ
れ
た
モ
デ
ル
や
理
論
を
現
実
の
状
況
で
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
第
三
は
政
治
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
概
念
を
、
従
来
の
政
治
哲
学
的
な
面
ば
か
り
か
ら
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
あ
る
部
分
を
コ
．
・
、
ラ
一
ケ
ー

シ
ョ
γ
の
間
題
と
し
て
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
．
第
一
と
第
二
の
傾
向
は
行
動
科
学
の
今
日
的
展
開
と
明
瞭
に
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
研

究
業
績
と
し
て
は
、
政
治
発
展
（
近
代
化
V
の
研
究
、
国
際
政
治
に
お
け
る
認
知
の
研
究
、
政
治
統
合
の
研
究
、
決
定
作
成
研
究
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
三
つ
の
領
域
に
さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ω
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ソ
な
い
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
れ
る
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

ヤ
ソ
ネ
ル
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
1
シ
ョ
ン
の
構
造
的
な
構
成
要
因
に
分
析
の
焦
点
を
あ
て
た
領
域
。
そ
れ
に
は
、
国
家
な
い

し
政
治
組
織
の
体
系
論
的
解
明
を
め
ざ
し
た
、
モ
デ
ル
作
成
（
主
と
し
て
決
定
作
成
過
程
に
着
目
し
て
）
が
ふ
く
ま
れ
る
。
㈹
イ
ツ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ

ソ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
れ
の
頻
度
に
分
析
の
焦
点
を
あ
て
た
領
域
。
国
家
な
い
し
政
治
緯
織
の
内
的
お
よ
び
外
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
比

率
（
相
互
作
用
の
比
率
）
が
中
心
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑳
送
り
手
と
受
け
手
の
行
動
類
型
と
の
関
連
に
お
け
る
表
現
方
法
と
効
果
に
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ロ

の
焦
点
を
あ
て
た
領
域
。
国
際
政
治
研
究
に
お
い
て
は
、
有
効
な
一
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
文
章
心
理
学
の
貢
献
と
内
容
分
析
技

術
の
発
展
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
㈲
と
の
の
領
域
に
関
し
て
今
日
ま
で
に
新
し
い
デ
ー
タ
の
獲
得
と
．
そ
の
統
計
的
処
理
方
法
に
関
す
る
進
歩
の
た
め
に
大
き
な

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
∋
一
ケ
犀
シ
3
ン
・
ア
プ
ロ
雪
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
一
六
八
七
）



　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
・
・
三
昌
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
2
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
六
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
》

成
果
を
持
ち
え
た
。
と
は
い
え
．
そ
れ
ら
が
一
方
で
は
モ
デ
ル
主
義
、
デ
ー
タ
主
義
の
批
判
を
う
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

批
判
の
克
服
は
、
ω
の
領
域
を
如
何
に
充
実
す
る
か
に
依
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
方
法
論
全
体
と
し
て
．
哲
学
の
領
域
か
ら
も
つ
と
も
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

的
な
も
の
に
い
た
る
ま
で
、
共
通
領
域
を
持
つ
た
理
論
を
作
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
請
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
コ
ミ
∋
騨
ケ
ー

シ
ョ
ソ
過
程
の
諸
理
論
を
統
合
す
る
理
論
と
し
て
、
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
が
ふ
た
た
び
極
め
て
有
力
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
た
と
え
ば
．
L
・
パ
イ
の
主
張
な
ど
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
（
ダ
憎
吋
固
a
・
・
O
O
冒
蜜
q
2
一
〇
》
昌
0
2
の
》
Z
O
噂
O
属
目
O
＞
ピ
U
国
く
国
『
O
℃
匿
日
客
β
り
田
乞
O
甲

　
目
Q
屠
唱
●
”
．
一
8
ω
●
）

　
5
・
ブ
聖
ル
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
、
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
の
ピ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
中
に
ふ
く
め
る
こ
と
が
で
き
る
政
治
研
究
の
著
作
と
し
て
、
次
の
も
の
を
か
か

げ
て
い
る
．
プ
ラ
ト
ソ
の
『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
（
ブ
ロ
パ
ガ
ソ
ダ
の
研
究
）
．
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の
「
論
理
の
構
造
』
（
説
得
的
な

議
論
の
構
造
を
分
析
）
．
レ
喜
昌
ソ
の
『
何
を
な
す
べ
ぎ
か
』
（
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
目
シ
ア
の
新
聞
が
果
す
べ
き
役
割
）
、
ミ
ル
ト
ソ
の
『
ア
レ
オ
パ
ヂ
チ

　
カ
』
（
ア
メ
リ
カ
革
命
に
お
け
る
パ
ン
7
レ
ッ
ト
の
役
割
）
．
マ
ル
ク
ス
の
『
ド
イ
ヅ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
象
徴
過
程
の
研
究
）
な
ど
を
か
か
げ
て
い
る
。
（
一
．
8
Q
『
髪
O
O
寓
・

　
国
自
乞
8
》
目
O
客
＞
2
ご
客
目
目
O
き
ω
O
旨
乞
O
蝉
℃
＞
℃
国
劃
お
臼
’
）

（
2
）
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
生
田
正
輝
『
マ
ス
・
マ
・
三
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
研
究
』
（
慶
応
通
信
．
昭
和
四
三
年
）
に
、
系
譜
に
つ
い
て
の
要
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
目
巴
U
り
⇔
国
麟
O
O
寓
乞
δ
2
0
自
＞
弱
弓
国
皆
郵
鶏
露
客
Ω
」
鴇
O
に
載
せ
ら
れ
た
B
・
ベ
レ
ル
リ
ン
ら
の
論
争
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
鐸
問
》
O
国
暑
・
℃
Q
目
目
Q
の
｝
乞
ご
Q
Q
…
2
8
卜
自
O
乞
の
、
第
一
章
に
簡
明
に
こ
の
主
張
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
著
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
唇
O
国
⇔
屋
O
錦
8
』
ダ
炉
男
帰
更
舞
）
切
β
。
F
ρ
＞
ヒ
寓
O
舅
已
＞
ヴ
已
』
O
O
β
国
》
岩
（
番
・
）

　
累
田
ぎ
F
一
日
一
Q
の
O
問
b
国
く
固
ピ
O
り
望
O
＞
雷
＞
oo
い
り
昌
乞
O
国
月
O
岩
β
コ
．
這
8
．
函
鷺
ロ
固
閃
9
9
。
噛
U
国
O
田
δ
2
・
蚕
民
一
客
O
一
客
問
Q
即
闇
一
〇
客
唇
r
一
〇
ド
q
閣
国
固

　
り
誘
、
一
8
酔
蝉
賜
お
弓
O
昌
＞
霞
の
目
目
の
＞
客
き
刈
o自
拐
O
局
噌
◎
目
目
O
自
ト
一
周
算
㍉
O
国
2
譲
F
国
幡
庫
◎
o
O
乞
ρ
一
8
鼻
．
o
聲

（
6
）
　
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
著
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鐸
切
＞
q
国
卸
一
●
℃
8
ビ
ト
裂
ご
『
b
国
図
弓
国
卸
》
蜜
国
皆
O
＞
乞
国
‘
の
望
国
器
＞
舅
已
勺
目
肖
5
謬

眞
員
“
臼
冒
一
客
属
目
3
亀
困
鶴
お
乞
一
聖
b
輿
＞
目
輿
醤
勇
国
箇
宏
し
8
。
。
・
溶
U
曽
窃
畠
”
ピ
●
曽
望
O
旨
●
国
●
目
＞
舅
冒
量
≧
旨
》
図
レ
冒
駕
自
茸

　
塁
O
国
●
O
閤
国
鍔
．
＞
乞
ご
臼
出
国
マ
国
胃
国
望
き
ピ
髪
O
鼻
m
Q
国
一
露
自
窃
噌
一
8
0
」
W
’
男
目
紹
国
目
β
O
O
目
§
乞
昌
吋
》
乞
U
O
O
客
日
国
堵
目
O
Z
加
男
昌
重

㌧
旨
ζ
冒
曽
蜜
髪
弓
目
臼
醤
弩
局
罵
。
男
目
舅
メ
≡
β
℃
雷
墾
ま
葛
撫
毯
胃
弓
レ
＞
長
塁
k
』
昌
§
国
レ
召
国
●
ビ
姦
葦
営
ダ

　
毛
O
置
O
垂
O
劇
○
◎
民
O
男
り
◎
一
昌
一
〇
食
〉
る
ロ
o
O
9
ト
ピ
望
U
一
〇
｝
目
O
盟
9
吋
き
国
自
・
噌
3
一
8
轟
．
》
，
切
》
乞
凶
9
卜
乞
U
垣
．
ゆ
国
図
目
O
卸
卜
O
図
窮
り
Q
爵
岡
弓
吋

　
撃
頴
勇
．
国
．
一
蝉
り
緩
．
一
霧
ω
。
o
鍔

（
7
）
　
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ワ
o
駐
8
裂
畢
岳
国
O
固
署
舅
『
一
乞
O
e
昆
国
¢
“
》
O
O
蜜
り
G
弓
国
図
｝
り
憶
鶉
○
浮
O
嶺
弓
0
8
2
弓
墜
目
塗
争



ト
蜜
臼
o
o
噛
竃
↑
5
り
諺
」
0
8
。
さ
ら
に
．
こ
の
ス
ト
r
ソ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
咽
口
国
ω
日
》
2
客
垣
U
O
国
客
国
頃
＞
r
舅
ρ
目
一
製
固
器
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
モ
デ
ル
は
客
観
的
レ
ベ
ル
で
、
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
が
要
求
さ
れ
る
。
今
日
、
モ
デ
ル
の
有
効
性
の
検
討
は
、
統
計
技
術
．
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
発
達
に
よ
り
、
多
く
の
デ

　
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
批
判
は
デ
1
タ
だ
け
を
多
量
に
あ
つ
め
て
も
、
理
論
構
築
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
自
体
を
手

　
の
こ
ん
だ
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
．
『
モ
デ
ル
分
析
に
は
、
明
ら
か
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
分
析
に
た
い
す
る
す
り
か
え
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
』
（
岩
崎
允
胤
「
現
代
社
会
科
学
方
法
論

批
判
』
未
来
社
．
一
九
六
五
年
）
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
関
寛
治
氏
の
昭
和
四
五
年
度
、
日
本
政
治
学
会
に
お
け
る
発
表
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
た
．

㊤

　
わ
れ
わ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
基
本
的
に
ダ
そ
ア
デ
ィ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
考
え
る
。
そ
れ
は
人
間
の
相
互
作
用
を
安
定
せ
し
め
、

意
味
づ
け
を
与
え
る
上
で
必
要
な
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
間
社
会
の
文
化
や
歴
史
を
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ソ
の
間
題
と
し
て
把
握
す
る
可
能
性
を
見
い
出
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ダ
イ
ア
デ
ィ
ッ
ク
な
モ
デ
ル
を
考
察
す
る
前
に
．
各
々
の
生
物

や
そ
れ
が
集
合
し
た
組
織
の
い
ず
れ
か
を
問
わ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
単
位
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
「
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
』

に
共
通
な
、
内
的
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
を
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
内
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
無

視
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
は
刺
激
に
た
い
し
内
的
反
応
を
な
す
審
8
ゆ
ぎ
α
q

部
門
と
、
刺
激
に
た
い
す
る
応
答
の
選
択
や
行
使
を
な
す
Φ
馨
a
官
o
q
部
門
が
存
在
す
る
。
こ
の
二
つ
の
部
門
間
に
は
、
そ
れ
ら
を
仲
介
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ぼ
霊

蟹器欝訟9

の
部
門
が
存
在
す
る
（
図
1
）
。

　
次
に
．
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
部
門
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ま
、
人
間
と
い
う
オ
：
ガ
ニ
ズ
ム
を
例
に
と
れ
ば
、
そ

の
コ
、
ミ
∋
瀕
ケ
君
シ
ョ
ン
過
程
は
次
の
よ
う
に
図
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
皿
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
モ
デ
ル
に
は
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
記
憶
や
価
値
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
ぎ
言
信
冨
冨
ぎ
昌
部
門
に
は
現
時
点
で
の
決
定
作
成
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
時
点
を
も
み
こ
し
た
決
定

作
成
（
㎎
β
一
も
暴
）
を
も
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
図
を
わ
れ
わ
れ
の
用
語
を
用
い
て
再
構
成
す
れ
ば
、
図
皿
に
示
し
た
と
お
り
に

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
・
噸
三
昌
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
剛
六
八
九
）



国
政沿

学
へ
の
ぞ
・
三
昌
ケ
］
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

／、o
〆　、

＼1

噛

E．

」
督
蓼
艦
亀

　
1

D．

　〔図　1〕

コミュ昌ケーション単位

　
　
↓
　
↓

↓
言
葉
に
　
す
る
↓

魁

乙｝．
　動機、情藪態度

＼　感情を含む経験の
　　　　総量

感
覚今

η

ブライアントとウォレスのモデルの部分

　　　　　　〔図　　u〕

　
四
四
　
　
（
一
六
九
Q
）

国
EMCOD

ゆPRE恥

飛警
DECOD

STORED
MEMORY
VALUE

〔図　　皿〕

な
る
．
そ
の
決
定
作
成
領
域
は
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
一
は
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
よ
う
な
情
動
的
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
ト

覚
な
い
し
解
釈
の
レ
ベ
ル
の
鑑
嘗
菖
く
o
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
意
志
を
形
成
す
る
認
知
や
思
考
の
レ
ベ
ル
の
8
磐
憲
お
な
要
素
で

あ
る
．
そ
の
第
三
は
．
意
志
を
現
在
確
立
さ
れ
て
い
る
手
段
や
行
動
類
型
に
よ
り
、
具
体
的
な
応
答
を
決
定
す
る
ゆ
房
♂
さ
目
＄
冨
一
な
要
素
で
あ

る
．

　
か
く
て
、
人
問
踊
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
は
、
あ
る
決
定
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
準
備
し
た
行
動
の
パ
タ
ー
ソ
を
過
去
の
経
験
に
よ
つ
て
修
正

を
加
え
る
。
こ
れ
が
フ
ィ
；
ド
バ
ッ
ク
の
第
一
の
意
味
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
「
内
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
』
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
回

コ
好
き
か
嫌
い
か
』



最
終
的
に
完
成
さ
れ
た
決
定
を
履
行
し
遂
行
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
そ
の
結
果
に
関
す
る
情
報
を
次
の
行
動
を
修
正
す
る
た
め
に

ぎ
）
5
と
し
て
自
ら
に
も
ど
す
作
用
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
の
第
二
の
意
賑
と
し
、
「
外
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
』
と
呼
ぶ
。
こ

れ
ら
の
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
自
身
の
中
に
多
く
の
チ
ャ
ソ
ネ
ル
を
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ソ
過
程
は
．
パ
タ
ー
ソ
化
さ
れ
た
一
組
の
情
報
の
流
れ
で
あ
り
．
そ
れ
ら
は
ひ
と

E

辱
㎜
盟

　
　
　
　
　
S
M

　
　
A

議
、

　
ヂ臥

S

　
　
　
　
　
回

と
の
関
連
で
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
は
、

FEEDBACK（F．B．）

　〔図　　W〕（31

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
を
安
定
し
た
状
態
に
保
つ
必
要
が
あ
り
、

用
を
持
つ
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
ュ
昌
ケ
ー
ツ
ヨ
ソ
・
ア
プ
ロ
！
チ

ま
と
ま
り
と
な
つ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
の

で
あ
る
（
図
W
）
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
望
ソ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
特
殊
人
間

的
要
素
（
決
定
作
成
領
域
に
お
け
る
三
つ
の
構
成
要
素
）
を
置
換
え
、
あ
る
い
は
排
除
し
て

考
え
る
な
ら
ば
、
図
W
は
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
適
用
し

う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
体
的
な
作
動
は
．
オ
監
ガ
ニ
ズ

ム
の
決
定
作
成
と
履
行
に
関
す
る
「
能
力
」
を
測
定
す
る
一
つ
の
尺
度
と
な
り
う
る
の

　
　
（
4
）

で
あ
る
。
最
後
に
作
成
さ
れ
た
決
定
の
性
格
が
、
そ
の
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
の
有
す
る
目
標

達
成
に
と
つ
て
有
効
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
領
域
に
よ
る
作
成

さ
れ
た
決
定
へ
の
応
諾
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り

決
定
は
「
権
威
』
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
間

題
が
大
き
く
う
か
び
上
つ
て
く
る
。
こ
れ
ら
を
、
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
の
持
つ
特
定
の
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
専
ら
、
補
償
作

四
五
　
　
（
一
六
九
一
）



政治

掌
入
の
コ
ミ
昌
昌
ケ
；
シ
鋸
ソ
・
ア
ブ
ロ
ー
ヂ

四
六
　
　
（
一
六
九
二
）

　
以
上
の
よ
う
な
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
関
す
る
一
般
的
理
解
は
、
行
動
科
学
を
統
一
科
学
た
ら
し
め
る
前
提
の
一
つ
と
な
り
う
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
．
一
般
体
系
論
的
枠
紐
を
付
与
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
政
治
体
系
分
析
の
有
効
な
一
手
段
と
し
て
コ
．
働
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
》

ユ
昌
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
理
論
的
に
位
置
づ
け
た
も
の
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
理
論
で
あ
る
。

（
1
）
必
ず
し
も
．
国
↓
回
関
係
は
．
窮
目
電
国
国
弓
＞
目
O
乞
の
部
門
を
と
お
る
と
は
限
ら
な
い
。
人
問
の
場
合
を
例
に
と
つ
て
考
え
て
も
．
『
痛
い
』
と
か
「
あ
つ
い
』
と
か
の
ほ

　
と
ん
ど
自
動
的
な
反
応
が
あ
る
。

（
2
）
　
記
憶
と
は
受
容
さ
れ
た
情
報
を
過
去
の
適
切
な
経
験
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
価
値
と
は
情
報
や
決
定
に
優
先
順
位
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
刺
激
を
受
容
す
る
場
合
、
そ
れ
は
現
実
に
は
単
純
な
導
入
以
上
の
い
く
つ
か
の
機
能
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
情
報
選
択
や
デ
；
タ
処
理
を
複
雑
に
行
う
こ
と
が
含
ま
れ

　
　
　
ゆ

て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
、
す
べ
て
の
刺
激
が
意
図
的
に
選
択
受
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
．
し
た
か
つ
て
O
国
O
O
宮
乞
O
部
門
以
前
に
、
情
報
を
ろ
過
す
る
部
門
（
局
F
6
国
零

毫O

O駐

国
O
目
Q
犀
）
が
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

（
4
）
　
マ
・
三
一
一
ヶ
葦
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
作
動
様
式
に
関
し
て
は
．
諸
チ
ャ
ソ
ネ
ル
や
．
そ
の
他
主
と
し
て
情
報
理
論
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
諸
概
念
を
用
い
て
解
明
が
こ
こ
ろ

み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
を
概
説
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

倉
Q
5
ご
▽
環
境
か
ら
の
圧
力
で
あ
り
．
あ
る
一
定
時
に
お
け
る
情
報
の
全
取
得
量
と
関
係
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
つ

倉0

2
》
O
》
憎
鍾
O
昌
5
利
用
可
能
な
チ
ャ
ソ
ネ
ル
の
数
と
タ
イ
プ
の
機
能
・
反
応
．
忠
実
度
．
雑
音
．
ゆ
が
み
な
ど
に
関
す
る
要
因
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
．

　
〈
舅
畑
Q
客
o
o
醤
乞
屡
入
つ
て
く
る
情
報
を
処
理
す
る
装
置
の
技
術
の
程
度
を
さ
し
て
い
る
．

〈蟹

日国目

2
▽
情
報
が
認
識
や
選
択
や
処
理
の
様
々
な
過
程
の
中
で
、
ど
の
程
度
正
確
性
を
持
つ
て
伝
達
さ
れ
る
か
を
示
す
。
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
変
数
に
は
．
特
殊
な

　
　
ゆ
が
み
の
様
々
な
タ
イ
プ
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
．
適
切
な
情
報
を
あ
い
ま
い
に
し
て
」
ま
う
様
な
一
般
的
な
雑
音
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

禽O

きピ

〉
入
つ
て
き
た
情
報
の
分
析
に
適
切
で
あ
る
過
去
の
経
験
を
結
び
つ
け
、
位
置
づ
け
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
．

（
5
）
た
と
え
ば
．
コ
ー
リ
ン
・
チ
ェ
リ
ー
は
人
間
の
マ
・
三
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
様
々
に
異
つ
た
局
面
に
共
通
の
構
造
、
体
系
、
関
連
、
型
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
辮
摘
し
て

　
い
る
。
ρ
b
爵
影
〆
0
2
国
d
冒
＞
客
8
曼
目
自
乞
一
〇
》
昌
O
客
8
自
乞
宅
F
国
属
庫
8
2
0
贈
お
畢
（
関
英
男
校
閲
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
　
マ
三
晶
ケ
ー
シ
ョ
ソ
』
光
琳
書
院
．

　
昭
和
三
六
年
）

四

サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
創
始
者
、
ノ
バ
ー
ト
．
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
制
御
と
通
信
理
論
の
全
領
域



を
機
械
の
こ
と
で
も
動
物
の
こ
と
で
も
．
ひ
つ
く
る
め
て
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ヅ
ク
ス
と
い
う
語
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
…
…
情
報
や
通
信
は
、
個
人

の
内
部
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
共
同
社
会
の
場
合
に
お
い
て
い
つ
そ
う
組
織
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
．
…
…
社
会
組
織
も
個
人
の
場
合
と
同
様
に
、
確
か
に
通
信
系
に
よ
つ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
一
つ
の
緯
織
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ド
パ
ッ
ク
の

性
質
を
も
つ
た
循
環
過
程
を
主
体
と
す
る
一
種
の
力
学
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
類
学
と
社
会
学
の
両
分
野
一
般
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

も
、
経
済
学
の
も
つ
と
特
殊
な
分
野
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
』
…
…
「
私
は
、
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
興
味
を
も
つ
た
当
初
か
ら
、

工
学
と
生
理
学
に
適
用
で
き
る
と
私
が
感
じ
た
制
御
と
通
信
に
関
す
る
考
え
が
、
社
会
学
と
経
済
学
に
も
適
用
で
ぎ
る
こ
と
に
十
分
気
が
つ
い
て

い
た
．
．
・
：
：
物
理
学
の
よ
い
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
が
．
経
済
学
や
社
会
学
の
デ
ー
タ
で
長
期
に
わ
た
り
全
部
が
一
様
な
意
義
を

も
つ
て
い
る
よ
う
な
も
の
を
集
め
る
こ
と
は
さ
ら
に
ず
つ
と
困
難
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
考
え
方

は
社
会
学
や
経
済
学
に
は
適
用
で
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
捕
え
ど
こ
ろ
の
な
い
分
野
へ
適
用
す
る
ま
え
に
工
学
や
生
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
デ
イ
泉
リ
テ
イ
ッ
久
ま
ま
》
　
　
ポ
デ
イ

で
試
験
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
注
意
を
払
い
さ
え
す
れ
ば
、
政
治
的
組
織
と
個
人
の
身
体
と
の
周
知
の
ア
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ロ
ジ
ー
は
正
当
で
有
用
な
ア
ナ
冒
ジ
：
で
あ
る
。
」
…
…
「
共
同
社
会
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
個
体
の
行
動
の
示
す
水
準
に
近
い
程
度
に
全
体
と

し
て
統
合
を
示
す
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
各
個
体
は
、
固
定
さ
れ
た
神
経
系
を
も
つ
て
お
り
、
そ
の
要
素
の
問
に
は
恒
久
的
な
場
所
の

関
係
が
あ
り
．
ま
た
恒
久
的
な
連
絡
が
保
た
れ
て
い
る
。
他
方
、
社
会
を
構
成
す
る
個
体
の
間
の
関
係
は
空
問
的
に
も
、
時
間
的
に
も
た
え
ず
変

動
し
、
そ
の
問
に
恒
久
的
な
破
壊
さ
れ
な
い
肉
体
的
連
繋
と
い
う
も
の
は
な
い
。
…
・
－
そ
れ
な
の
に
〔
構
成
個
体
は
〕
み
な
一
緒
に
、
き
わ
め
て

変
化
と
順
応
性
に
富
み
、
か
つ
組
織
立
つ
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
秘
密
は
そ
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

員
相
互
間
の
通
信
（
毫
↓
国
垣
8
霞
5
自
O
》
目
O
客
）
に
あ
る
の
で
あ
る
。
」
し
た
が
つ
て
「
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
世

界
は
一
種
の
有
機
体
（
オ
ル
ガ
。
一
ズ
ム
）
で
あ
り
、
そ
の
あ
る
面
を
変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
面
の
同
一
性
を
す
つ
か
り
破
つ
て
し
ま
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
ぴ
つ
ち
り
結
合
さ
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
．
任
意
の
一
つ
の
こ
と
が
他
の
ど
ん
な
こ
と
も
同
じ
く
ら
い
や
す
や
す
と

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
、
、
、
ユ
．
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
一
六
九
三
）



　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
∋
一
ケ
署
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
一
六
九
四
）

起
る
と
い
う
ほ
ど
ゆ
る
く
結
ば
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
…
…
そ
れ
は
過
程
の
世
界
で
あ
る
。
し
か
も
過
程
が
到
達
す
る
終
局
は
、
死
の
平
衡
の
そ

れ
で
も
な
く
．
ラ
イ
プ
ニ
ッ
の
そ
れ
の
よ
う
な
予
め
定
め
ら
れ
た
調
和
に
よ
づ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
前
も
つ
て
決
定
さ
れ
た
過
程
の
世
界
で
も
な

（
渇

㌧
　
」

　
以
上
．
素
描
し
た
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
目
的
を
、
F
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
目
的
は
、

か
り
に
以
下
の
三
つ
の
部
分
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ω
、
現
実
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
モ
デ
ル
を
用
い
、
あ
る
い
は
用
い
る
こ
と
な

く
人
間
の
行
動
と
、
人
間
以
外
の
も
の
の
行
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
有
効
な
理
論
を
く
み
た
て
る
こ
と
。
⑨
、
人
間
の
機

能
と
他
の
組
織
体
の
機
能
と
を
表
わ
す
人
間
の
行
動
の
モ
デ
ル
と
理
論
を
、
人
間
ま
た
は
問
題
と
し
て
い
る
他
の
組
織
体
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
方

法
と
同
じ
や
り
方
で
つ
く
る
こ
と
。
⑳
、
そ
の
構
造
上
、
人
間
や
動
物
と
同
じ
モ
デ
ル
を
も
つ
て
、
人
間
や
動
物
の
行
動
を
モ
デ
ル
化
し
た
り
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
V

ミ
ユ
レ
1
ト
す
る
こ
と
。
』

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
、
第
一
の
重
要
な
点
は
、
動
物
と
機
械
の
関
連
性
を
主
張
し
、
「
生
き
も
の
』
と
「
生
き
て
い
な
い
も
の
』
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
の
区
別
を
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
重
要
な
点
は
．
補
償
作
用
を
も
つ
フ
ィ
！
ド
パ
ッ
ク
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
概
念
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
適
応
系
と
か
選
択
的
強
化
系
（
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
自
己
の
行
動
を
修
正
し
て
い
く
も
の
）
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
て
く
る
。
』
そ
れ
は
単
に
、
機
械

的
な
体
系
の
安
定
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
ホ
メ
オ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
安
定
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
、
一
八
世
紀
と
一

九
世
紀
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
に
お
い
た
蒸
気
機
関
で
代
表
さ
れ
る
時
代
で
あ
つ
た
の
に
対
し
、
今
日
は
情
報
を
基
礎
に
お
い
た
通
信
と
制
御
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

時
代
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
．
単
な
る
機
械
と
生
物
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
試
み
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
イ
ソ
モ
ル
フ
ィ
ヅ
ク
な
モ
デ
ル
の
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑩
》

示
を
目
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
諸
科
学
に
共
通
に
適
用
さ
れ
る
理
論
で
あ
り
、
「
か
つ
て
分
離
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

い
た
科
学
研
究
の
多
く
の
要
素
を
再
び
集
結
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
』
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
一
般
体
系
論
の
考
え



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
リ

に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
り
、
行
動
科
学
を
統
一
科
学
た
ら
し
め
る
一
つ
の
回
答
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
ど
の
よ
う
な
構
成
要
素
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
J
・
ピ
ア
ー
ス
は
、
そ
れ
を
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の
著
作
か
ら
判
断
し
て

　
　
　
　
　
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
波
の
平
滑
化
、
雑

騨

娠
竿　　　　チャンネル
　　　　　　　1
　　　　　　ノ
　　　　　　／　　『一

受信器

3波器

　
　
　
器

　
　
　
信

化
　
　
送

号
／
符
　
　
ノ

〔図　　V〕

　
　
　
　
　
源

　
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
情

す
る
情
報
は
、
「
一
定
の
確
率
な
い
し
頻
度
を
も
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
有
限
の
多
く
の
物
理
的
シ
グ
ナ
ル
の
空
間
的
、

あ
る
。
そ
こ
で
、
情
報
と
い
う
概
念
を
科
学
的
、

　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
そ
れ
故
に
、

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
∋
一
ケ
ー
シ
睾
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
そ
れ
は
少
な
く
も
次
の
も
の
を
含
む
。
ω
情
報
理
論
．

音
の
ろ
過
、
信
号
の
検
出
、
予
測
の
理
論
．
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
サ
ー
ボ
機
構
、
⇔
オ
：
ト

マ
ト
ン
と
そ
れ
に
類
す
る
複
雑
な
自
動
機
械
、
㈹
以
上
の
リ
ス
ト
の
な
か
の
ど
れ
か
に
似
て
い
る
か
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
悠
）

は
類
似
の
過
程
を
体
現
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
生
命
現
象
。
」
こ
の
理
論
の
今
日
的
展
開
を
も
た
ら
し
た
大
き

な
理
由
と
し
て
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
ω
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
な
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
．
大

規
模
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
発
達
。
⑨
特
定
の
概
念
（
例
え
ば
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
と
か
イ
ソ
フ
ォ
：
メ
ー
シ
ョ
ソ
と
か
メ
モ
リ
ー
と
か
セ
ル
フ
・
ス
テ
ァ
リ
ソ
グ
な
ど
）
を
含
ん
だ
モ
デ
ル
を
発

展
さ
せ
る
上
で
必
要
な
、
経
験
的
調
査
技
術
あ
る
い
は
数
学
的
な
処
理
方
法
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

に
な
つ
た
。
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
、
変
革
期
に
わ
れ
わ
れ
が
い
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
は
、
情
報
伝
達
の
一
般
的
モ
デ
ル
を
基
礎
に
し
て
お
り

　
（
蔦
）

（
図
V
）
、
　
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
前
節
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
は
、
例
え
ば
ス
ピ
ー
チ
・
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
粥
V

ム
を
例
に
と
れ
ば
次
の
よ
う
ば
図
示
し
う
る
の
で
あ
る
（
図
W
）
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
で
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
時
間
的
な
系
列
で

　
　
　
　
　
数
学
的
に
精
密
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
情
報
の
概
念
を
『
内
的
意
味
』
を
基
礎
に
し
て
定
義
す

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
情
報
理
論
に
お
い
て
、
純
数
学
的
に
展
開
さ
れ
た
モ
デ
ル
が
、
人
間
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
一
六
九
五
）
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（
麹
）

人
問
組
織
の
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
現
象
を
完
全
に
説
明
し
つ
く
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ヅ
ク
ス
を
社
会
科
学
の

領
域
に
導
入
す
る
こ
と
に
た
い
し
て
．
「
た
ん
に
情
報
理
論
の
用
語
を
表
現
形
式
だ
け
を
借
り
た
、
と
い
う
程
度
の
理
論
に
関
し
て
は
、
科
学
的

な
再
点
検
、
と
く
に
な
に
が
仮
定
と
し
て
、
黙
示
的
前
提
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
思
い
き
つ
た
大
胆
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

移
調
的
論
議
は
評
論
ど
し
て
は
面
白
い
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
』
と
い
う
痛
烈
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
t
、
わ
れ
わ
れ
の

試
み
が
．
た
と
え
用
語
と
表
現
形
式
だ
け
の
借
用
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
前
節
で
概
観
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
の
研
究
に
、
新
ら
し
い

よ
り
厳
密
な
概
念
を
導
入
し
、
そ
れ
に
よ
り
要
因
分
類
の
明
確
化
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
よ
り
操
作
的
．
数
量
的
把
握
に
適
し
た
性
格
を
付
与
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
）

た
事
実
は
、
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
実
は
、
今
日
さ
か
ん
に
主
張
さ
れ
て
い
る
行
動
科
学
の
イ
ソ
タ
ー
．
デ
ィ
ジ
プ
リ

ナ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
、
知
識
の
場
当
り
的
で
な
い
整
合
さ
れ
た
基
盤
を
与
え
る
基
礎
と
な
り
う
る
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
’

（
1
）
客
（
局
乞
国
劉
O
旨
国
窪
国
昌
O
の
も
2
ご
国
目
目
O
客
翼
↑
β
℃
窮
り
一
霧
一
　
（
池
原
止
才
夫
ら
共
訳
「
サ
イ
．
（
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
〔
第
二
版
〕
』
岩
波
書
店
．
一
九
六
九

年
）

（
2
）
　
客
薫
目
客
国
劉
Ω
Q
ご
＞
堵
ご
Ω
O
H
国
罫
髪
P
蜜
↑
■
勺
図
国
詔
」
8
↑
（
鎮
目
恭
夫
訳
「
科
学
と
神
』
み
す
ず
書
房
、
昭
和
四
十
年
）

（
3
）
　
客
（
国
男
国
鋭
8
・
も
登
（
池
原
ら
訳
　
前
掲
癬
）

（
4
）
　
客
毛
局
一
自
卸
一
些
＞
蜜
＞
目
自
馨
目
岩
ヌ
ヌ
U
◎
唱
切
一
国
d
＞
吋
俸
O
O
鴇
℃
卜
乞
嘱
」
客
P
這
鍔
（
鎮
目
恭
夫
訳
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ

　
た
か
』
み
す
ず
書
房
．
昭
和
三
一
年
）

（
5
）
　
男
0
9
器
墨
Q
属
切
田
Z
国
目
窃
＞
客
ご
国
〇
一
8
ざ
O
ヒ
署
国
切
昏
零
紹
U
騨
負
一
8
9
（
斎
藤
章
二
訳
「
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
人
間
生
物
学
』
白
揚
社
．
一
九
六

　
八
年
）

（
6
）
　
ノ
バ
置
ト
。
ウ
ィ
ー
ナ
1
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
制
御
と
通
信
理
論
の
全
領
域
を
機
械
の
こ
と
で
も
動
物
の
こ
と
で
も
、
ひ
つ
く
る
め
て
サ
イ
．
ハ
ネ
テ

　
ィ
ッ
ク
ス
と
い
う
語
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
」
（
池
原
ら
訳
　
前
掲
書
）

（
7
）
少
く
と
も
一
つ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
存
在
は
．
シ
ス
テ
ム
の
安
定
の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
十
分
条
件
で
は
な
い
。
シ
ス
テ
ム
が
安
定
で
あ
る
た
め
に
は

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
一
定
の
性
質
を
持
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
条
件
を
み
た
す
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
補
償
作
用
を
も
つ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
い
う
。
こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
の
即
国
Ω
亭

　
い
＞
冒
男
あ
る
い
は
O
自
目
＞
国
＝
N
悔
影
と
呼
ぶ
。

（
8
）
　
F
・
ジ
3
ー
ジ
．
前
掲
訳
書
。

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
ミ
∋
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
一
六
九
七
）



政
治
学
へ
の
コ
ミ
∋
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
ブ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
学

生物学
生理学

タ＼

　　心理学
ウ学習心理

＼／

教育学
教授学

雛術的サイバ
ネティックス

の
域

他
領

1拳

数学化

製御、情報、その他

の構造概念

獺
／
／
論
学
＼
轟

（
20
）
　
覆
と
え
ば
．

識認
哲

テキスト理論　　　　　社会学　　　　　教育学
美学　　　　　　　計量社会学　　　　教授学

「諸科学間の橋渡し』としてのサイバネティックス概念の図式化

わ
が
国
に
お
い
て
も
サ
イ
．
ハ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
。
モ
デ
ル
を
用
い
て
．

五
二
　
　
（
一
六
九
八
）

（
9
）
　
『
古
い
機
械
論
は
、
対
象
に
本
質
的
な
構
造
と
こ
の
構
造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
対
象
の
、
運
動

や
変
化
の
固
有
の
型
ま
た
は
方
向
を
捕
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
．
シ
ス
テ
ム
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

情
報
の
伝
達
や
処
理
の
機
械
的
モ
デ
ル
を
用
い
な
が
ら
．
対
象
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
隠
さ
れ
て
い
る
対
象
固
有
の

構
造
や
変
化
の
型
や
方
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
』
（
ウ
ィ
ー
ナ
ー
著
池
原
ら
訳
　
前
掲
書
）

（
1
0
）
岡
部
慶
三
ら
著
「
社
会
的
行
動
」
培
風
館
、
昭
和
四
十
四
年
。

ρ
吋
O
‘
乞
P
の
幡
o
o
弓
国
冒
oo
O
悶
勺
O
目
哩
一
〇
＞
ピ
o
o
Q
旨
2
0
員
り
口
固
客
目
O
甲
国
｝
ピ
ピ
」
塞
●

（
1
1
）
　
G
・
ギ
ル
ボ
：
著
　
岡
山
隆
訳
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
（
白
水
社
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
一
九
五
六
年
）

（
12
）
　
男
O
自
切
蝉
≦
＞
㎝
田
一
国
旨
国
即
Z
団
肖
一
竈
　
O
＞
即
ゼ
8
尊
乞
凶
目
＞
2
客
く
国
国
ビ
》
P
一
8
8
（
柴
山
幸
治

　
監
訳
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
入
門
』
創
元
社
、
昭
和
四
十
五
年
）

（
1
3
）
　
も
。
国
国
図
O
国
燭
彰o
遵
ω
O
い
ρ
oロ
第
客
｝
r
の
諺
2
0
客
O
宏
尊
蜜
開
唱
国
閣
騨
閥
垣
O
目
国
国
器
レ
8
一
ス
鎮
目
恭

　
夫
訳
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ヘ
の
認
識
』
白
揚
社
、
一
九
六
三
年
）

（
1
4
）
　
囚
。
U
国
⇔
目
の
O
鍔
乞
国
国
く
国
の
O
問
O
O
＜
国
国
乞
冒
国
2
β

（
1
5
）
　
F
・
ジ
ョ
ー
ジ
著
斎
藤
章
二
訳
　
前
掲
書
。

（
1
6
）
　
民
の
国
召
乞
O
即
U
。
目
O
謁
弓
凹
2
00
闇
7
悶
O
d
乞
ご
＞
昌
O
乞
oo
O
吋
O
O
目
窯
q
2
一
〇
卜
昌
O
岩
弓
缶
国
O
国
8

　
出
＞
国
℃
国
即
や
国
◎
妻
’
一
零
ρ

（
”
）
　
F
・
ク
ー
べ
著
　
前
掲
訳
書
。

（
1
8
）
　
ウ
ィ
ー
ナ
！
自
身
も
こ
の
事
実
を
認
め
て
い
る
。

（
1
9
）
　
岡
部
慶
三
ら
著
「
社
会
的
行
動
」
前
掲
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
行
動
を
計
量
的
に
分
析
し
よ
5
と
試
み
た
『
田
中
腫
白
鳥
モ
デ
ル
』
な
ど
が
あ
る
。

㈲

　
ウ
ィ
：
パ
！
や
シ
ャ
ノ
ソ
ら
の
情
報
理
論
に
関
し
て
は
、
「
一
般
に
人
間
工
学
的
志
向
が
強
く
、
管
理
と
制
御
の
能
率
化
を
そ
の
基
本
原
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
イ
ア
ロ
ロ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
ロ
ロ
グ

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
：
シ
ョ
γ
を
対
話
と
み
る
よ
り
は
独
語
と
し
て
と
ら
え
、
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
相
互
性
の
間
題
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

嫁
、
む
し
ろ
そ
の
命
令
形
に
お
け
る
問
題
に
関
心
を
集
中
す
る
傾
き
が
著
し
い
。
」
と
す
る
批
判
的
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、



こ
の
措
摘
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
理
論
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
か
ら
と
い
つ
て
．
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ヅ
ク
ス
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
．
な
ぜ
な
ら
ば
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、
自
己
制
御
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
の
重
視
を
そ
の
特
徴

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
は
、
諸
要
素
間
の
相
互
作
用
を
よ
り
高
い
次
元
で
構
造
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

つ
て
そ
れ
腺
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
！
プ
旺
相
互
作
用
過
程
）
複
雑
な
組
織
や
、
高
度
な
適
合
体
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
基
底
に
存
在
す
る
の
で
あ

（
2
）

る
。
　
「
か
く
て
、
わ
れ
わ
れ
は
部
分
の
単
な
る
集
合
や
閉
じ
た
均
衡
体
系
が
属
す
る
相
互
関
係
を
越
え
て
ー
あ
る
程
度
の
学
習
や
目
標
な
い
し
目
標

探
求
の
可
能
性
を
備
え
た
、
精
巧
な
組
織
と
し
て
の
開
放
系
や
そ
の
進
化
の
間
題
を
、
一
般
的
に
と
り
あ
つ
か
い
う
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ

（
3
》

る
。
』

　
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
理
論
を
用
い
て
政
治
現
象
の
解
明
を
試
み
る
場
合
、
そ
れ
は
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
『
初
期
の

類
推
の
可
能
性
の
追
求
の
域
か
ら
、
次
の
よ
り
明
確
な
コ
ソ
ト
ロ
：
ル
・
シ
ス
テ
ム
理
論
、
情
報
理
論
と
の
結
合
へ
の
展
開
が
越
え
難
い
壁
に
直

　
　
　
　
（
4
》

面
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
「
わ
れ
わ
れ
の
方
法
が
、
こ
れ
ら
の
精
密
な
情
報
理
論
を
築
き
上
げ
た
人
々
に
負
つ
て
い
る
こ
と
は
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

か
で
あ
る
が
．
し
か
し
そ
れ
は
（
具
体
的
に
は
）
折
衷
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
節
で
概
観
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
、
そ
の
拡
大
さ
れ
た
見
解
と
し
て
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
適
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

る
こ
と
に
、
大
き
な
利
点
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
、
O
・
ヤ
ソ
グ
は
次
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
単
純
な
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
分
析
に
よ
つ
て
は
カ
バ
ー
さ
れ
得
な
か
つ
た
、
決
定
作
成
体
系
に
お
け
る
欝
＆
凝
冨
夢
o
一
〇
題
の
問
題
を
浮
か
び
上
ら
せ
た
こ
と
で

　（7

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
す
べ
て
の
変
化
の
領
域
を
く
り
返
し
の
領
域
“
均
衡
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
区
別
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
特
に
第
二
の
利
点
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
体
系
を
単
な
る
均
衡
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
治
体
系
は
環
境
に
た
い
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
立
場
を
変
え
つ
つ
目
標
を
達
成
す
る
の
で
あ
り
．
さ
ら
に
政
治
体
系
は
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ノ

標
達
成
の
過
程
に
お
い
て
自
ら
を
変
化
さ
せ
る
．
少
く
と
も
何
ら
か
の
「
能
力
」
を
持
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

　
　
　
政
治
学
へ
の
コ
、
、
、
ユ
崩
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
一
六
九
九
）



政
治
学
へ
の
マ
・
』
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

R

ENVIRO醤MENTAL
　　　STIMUL王

D

M，V．

R

（下位体系へ）

M，Vl

＿一嘉」　（麟獣議『ル
　（下位体系へ）

〔図　皿〕

F．B．
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　　　’　　　　　　　　　　￥
　　1　　　1NTERACTION　　　￥
　　，　　　　SYSTEM　　　　　　￥

　ノ　　　　　　　　　　　￥
　ノ　　　　　　　　　　　　￥
　，　　　　　　　　　　　　￥
ノ　　　　　　　　　　　　　　、
ノ　　　　　　　　　　　D

／　　E　　　　　　　　　I
　　　　I　　　　　　　　　E
　　　　D

”
体
系
の
レ
ベ
ル

匿辮鯛

〔図　　皿〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ま
で
と
り
あ
げ
る
準
備
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
一
七
〇
〇
）

「
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
な
動
き
の
脈
絡
に
お
け

　
ス
タ
ピ
リ
テ
イ

る
安
定
の
分
析
」
が
必
要
と
な
る
の
で

（
m
）

あ
る
。
こ
の
分
析
に
と
つ
て
有
効
な
概

念
は
、
鮫
多
一
。
富
韻
一
凝
｛
8
島
冨
。
ぎ

一
〇
鴛
三
夷
」
8
導
凶
凝
8
冨
a
芝
な
ど
で
あ

り
、
後
の
二
つ
の
体
系
内
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
（
馨
。
ヨ
亀
騰
。
a
響
評
）
の
概
念
を
構
成

す
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ

（
11
）る

。
こ
の
ア
プ
ロ
；
チ
は
、
そ
れ
故
、
他

の
体
系
論
的
ア
プ
β
ー
チ
と
比
較
し
て
、

体
系
の
変
化
に
関
す
る
澗
題
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
変
動
や
さ
ら
に
崩
壊
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
．
こ
の
立
場
か
ら
政
治
学
の
領
域
に
適
用
可
能
な
、
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
具
体
的
に
図
示
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
第
三
節

で
図
示
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
如
何
な
る
展
開
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
こ
で
述
べ
た
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
モ
デ
ル
の
如
何
な
る
展
開
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
図
N
で
示
し
た
内
的
構
造
を
備
え
た
コ

ミ
∋
“
ケ
ー
シ
ョ
ン
単
位
間
の
相
互
作
用
を
も
つ
て
、
ダ
イ
ア
デ
ィ
ッ
ク
な
コ
、
・
三
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
立
と
考
え
る
（
図
皿
）
。
こ
の
コ
、
・
・
ユ
昌
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‡ 昌

F
「
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3 ￥

ぐ愚亟ρ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
的
な
構
成
単
位
と
し
宅
．
上
方
へ
の
統
合
に
む
か
つ
て
体
系
の
レ
ベ
ル
が
存
在
す
る
（
図
皿
）
。
そ
の
場
合
、
ダ
イ
ア
デ
ィ
ッ

ク
な
コ
、
、
、
ユ
ニ
ン
ー
シ
ョ
ン
は
、
水
平
的
お
よ
び
垂
直
的
（
上
か
ら
下
、
下
か
ら
上
）
の
双
方
に
存
在
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
各
々
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
環
境
と
の
相
互
作
用
を
持
つ
の
で
あ
る
（
図
皿
）
．
こ
こ
に
、
先
に
指
摘
し
た
内
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
存
在
が
、
一
層
の
深
み
を
持
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
確
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
体
系
の
各
レ
ベ
ル
の
設
定
は
構
成
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
体
系
を
あ
つ
か
う
か
は
分
析
者
側
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
分
析
的
に
設
定
さ
れ
た
体
系
の
レ
ベ
ル
を
、
イ
ー
ス
ト
ン

政治

学
へ
の
コ
ミ
ュ
昌
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ブ
ロ
ー
チ

〔図　　皿〕　（DEUTSCHモデルを参考にして構成）

流
の
体
系
論
を
主
張
す
る
者
は
、
そ
れ
を
構
成
的
体
系
と
呼
び
、
体
系
構
成
要
因

の
選
択
に
政
治
学
の
定
義
が
関
係
す
る
限
り
で
分
析
者
側
の
恣
意
性
を
認
め
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
恣
意
性
は
体
系
の
境
界
の
設
定
、
明
確
化
に
有
利
で

は
あ
る
が
、
そ
の
選
択
基
準
に
客
観
性
を
欠
く
嫌
い
が
あ
る
。
と
は
い
え
．
わ
れ

わ
れ
は
政
治
の
定
義
に
関
し
て
、
イ
ー
ス
ト
ン
の
そ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
に
、
い

さ
さ
か
も
躊
躇
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
イ
ー
ス
ト
ン
の
体
系
の
構
図
が

本
質
的
に
は
わ
れ
わ
れ
の
そ
れ
と
、
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
そ
れ

を
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
基
本
的
モ
デ
ル
に
お
き
か
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
体

系
構
成
要
因
の
選
択
を
客
観
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
X
、
図
紅
）
。

　
こ
こ
に
、
一
般
体
系
論
と
構
成
的
体
系
論
の
相
互
補
完
を
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク

ス
・
モ
デ
ル
の
政
治
学
の
領
域
へ
の
適
用
に
も
と
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的

な
モ
デ
ル
と
し
て
．
外
交
政
策
の
決
定
過
程
に
関
す
る
K
・
ド
イ
ッ
チ
ュ
の
モ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
一
七
〇
一
）



政
治
学
へ
の
コ
ミ
ラ
一
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
を
示
し
て
お
く
（
図
皿
）
。

蘇
　
藻
以
上
の
考
察
§
わ
れ
わ
き
定
し
た
分
析
レ
ベ
ル

駆
要求

r一　　　レ

噛 　　　oレ
支持

　『

政治体系

1レ

自動調節作用
FEEDBACK

X〕　イ。・ストン・モデル〔図

で
の
体
系
の
行
動
を
解
明
す
る
場
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
と

い
う
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
普
遍
的
な
現
象
を
と
お
し
、
関
連
学

間
領
域
に
知
識
の
統
一
化
と
い
う
意
味
で
の
体
系
化
を
も
た
ら

し
う
る
と
考
え
る
。
こ
こ
に
行
動
科
学
の
統
一
化
の
契
機
が
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
．
こ
の
二
つ
（
以
上
こ
こ
で

考
察
し
た
意
味
で
の
体
系
分
析
と
、
行
動
科
学
の
統
一
化
）
は
表
裏

一
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
認
識
の
欠
如
の
下
で
は
今
日

の
行
動
科
学
を
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
岡
部
慶
三
ら
著
『
社
会
的
行
動
』
前
掲
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
し
ト
ノ
ぎ
ヨ

（
2
）
各
々
の
要
素
は
第
W
図
な
い
し
第
顎
図
で
示
し
た
構
造
を
持
ち
．
少
く
と
も
あ
る
程
度
の
自
律
性
を
備
え
て
い
る
。
そ
れ
ら

各
要
素
問
の
安
定
し
た
相
互
作
用
が
形
成
す
る
体
系
も
同
様
の
構
造
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
・
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
紹
織
と
は
．
い
く
つ
か
の
構
成
部
分
の
間
に
相
互
依
存
が
あ
り
、
し
か
も

　
こ
の
相
互
依
存
に
は
い
ろ
い
ろ
な
程
度
の
差
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
内
都
的
な
相
互

依
存
は
他
の
も
の
よ
り
も
重
要
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
系
の
内
部
依
存
は
完
全
で
は
な
い

　
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
系
の
あ
る
い
く
つ
か
の
量
を
決
定
し
て
も
他
の
量
騰
は
変
化
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

　
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
変
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
つ
て
さ
ま
ざ
ま
で
統
計
的
な
も
の
で
あ
る
。
』
（
乎
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は

　
い
か
に
し
て
生
ま
れ
た
か
」
前
掲
訳
書
）

（
3
）
零
．
ω
d
O
昏
国
属
・
の
8
6
§
吋
＞
2
U
目
O
ご
図
影
乞
oo
磯
跨
国
誤
虜
頴
国
O
悶
ぢ
勺
召
2
◎
一
〇
や
＝
｝
ピ
ダ
一
霧
q
．

（
4
）
匿
旨
笥
o。
o
鍔
2
田
く
甥
亀
8
＜
舅
乞
国
国
乞
曙
（
皆
く
鶴
ご
国
算
）

FEEDBACK：

五
六
　
　
（
一
七
〇
二
）
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政
治
学
へ
の
ぞ
・
三
昌
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

五
八
　
　
（
一
七
〇
四
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（
5
）
　
ダ
℃
噌
輿
o
y
。
罫
こ
の
意
味
で
．
政
治
学
へ
の
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
が
用
語
の
借
用
で
あ
る
と
す
る
批
判
は
．
あ
る
程
度
み
と
め
ざ
る
を
得
な
い
。

（
6
）
O
’
唱
O
目
乞
ρ
o
y
鼻
●

（
7
）
界
ご
尉
q
6
の
Q
鵠
も
y
。
登
笙
一
蔀
で
こ
の
問
題
を
詳
細
に
あ
つ
か
つ
て
い
る
。

　
　
こ
の
の
目
国
国
昌
乞
O
℃
卜
団
国
0
5
Ω
属
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
ω
決
定
作
成
過
程
内
部
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
伝
達
す
る
操
作
の
鈍
り
や
．
そ
の
過
程
を
構

成する

諸
要
素
間
の
調
整
の
欠
如
。
㈹
記
憶
の
深
さ
に
よ
る
無
駄
．
の
環
境
的
な
条
件
の
変
化
に
適
応
で
き
な
い
こ
と
。

（
8
）
均
衡
論
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
は
、
時
間
的
経
過
に
お
け
る
方
向
性
を
も
つ
た
動
ぎ
を
と
り
あ
つ
か
う
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
何
故
な
ら
均
衡
と
は
本
質

的
に
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
．
つ
ぎ
つ
ぎ
に
く
り
か
え
す
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
9
）
NLEVEL　OF　ORGAM2尉TIO

国
ρ
ご
一
［
一
切
国
¢
ζ

　
ζ
O
U
国
r‡

O
罰
O
〉
客
拐
蜜
一
〇

出
O
ζ
国
O
の
月
＞
門
h
O

　
　
客
O
ご
国
『

十
℃
刃
O
O
国
の
ω
．
O
鶉

　
＞
O
＞
℃
↓
一
く
国

ひ
K
ω
↓
国
7
画
レ
δ
U
国
r

　
　
（
．
ω
⇔
O
図
■
湘
メ
8
8
0
答

（
m
）
　
O
．
哩
O
自
堵
ρ
8
8
島
『

　
　
こ
れ
は
．
り
》
目
月
国
国
客
蓬
の
国
乞
＞
乞
O
固
の
問
題
で
あ
り
．
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
チ
ュ
の
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
を
用
い
た
政
治
分
析
も
「
適
応
』
と

　
「
方
向
性
を
も
つ
た
変
化
」
が
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
政
治
の
墓
本
的
目
的
を
、
政
治
体
系
の
維
持
発
展
に
も
と
め
る
こ
と
は
、
単
に
現
状
の
維
持
や
同
じ
状
態
の
く
り
か
え
し
を
意
味
し
て
い
る
の

　
で
は
な
く
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な
体
系
の
諸
変
化
へ
の
適
応
と
．
自
ら
の
質
的
な
変
形
を
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
n
）
　
こ
れ
ら
に
よ
り
・
わ
れ
わ
れ
は
「
体
系
の
能
力
」
を
操
作
的
に
把
握
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
〈
8
》
一
6
年
客
O
髪
O
男
国
轡
尉
＞
9
◇
体
系
が
、
目
標
の
適
切
な
変
化
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
の
発
展
に
つ
い
て
の
清
報
を
吸
収
す
る
こ
と
．

　
合
』
＞
国
2
髪
O
〉
こ
の
よ
う
な
情
報
に
対
応
L
た
、
行
為
の
モ
ー
ド
を
採
用
す
る
政
治
過
程
の
能
力
。
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合
固
琵
乞
毫
O
O
≧
鐸
O
旨
5
再
結
合
の
た
め
の
諸
要
素
の
利
用
可
能
性
。
再
結
合
の
実
際
の
過
程
と
は
区
別
さ
れ
る
。
政
治
過
程
の
「
流
動
性
」
を
測
る
一
つ
の
尺
度
と
な
る
。

　
　
こ
う
し
た
過
程
を
と
お
し
て
、
政
治
体
系
は
そ
の
環
境
に
お
け
る
変
化
と
そ
れ
自
体
の
行
為
の
結
果
に
由
来
す
る
変
化
と
に
適
応
す
る
の
で
あ
る
。
（
ρ
属
O
⇔
客
P
多
も
霊
）

（
1
2
）
O
＜
国
刃
ビ
O
＞
戸
胃
国
国
目
客
O
勺
》
目
頴
〇
一
◎
Ω
戸
卜
竃
憎
目
召
乞
O
男
国
国
O
切
＞
O
国
な
ど
の
概
念
が
有
効
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
．
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
関
心
が
第
一
に
、
体
系
維
持
の
間
題
と
．
安
定
を
乱
す
諸
力
に
対
応
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
適
応
の
様
々
な
過
程
に
よ
せ
ら
れ
て
い
る
以



ら
し
へ

ま

大
き
な
変
動
や
崩
壊
の
間
題
に
つ
い
て
ま
で
、
そ
の
有
効
性
を
持
ち
う
る
か
は
、
な
お
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
コ
ミ
ラ
一
ケ
U
シ
ョ
ソ
理
論
や
サ
イ
パ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
政
治
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
諸
仮
説
の
操
作
化
、
量
的
な
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
タ
ロ
ン

ヘ
の
推
進
力
、
過
程
の
強
調
に
よ
る
政
治
構
造
の
実
態
に
で
は
か
く
そ
の
形
態
へ
の
注
目
な
ど
、
新
た
で
有
効
な
視
角
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
R
・
ノ
ー
ス
の
次
の
言
葉
は
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
「
コ
ミ
ュ
昌
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
一
般
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

系
論
な
い
し
決
定
作
成
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
互
い
に
補
足
し
あ
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
自
明
の
事
実
で
あ
る
。
」
　
し
か
し
、
そ
れ
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
》

に
も
つ
欠
陥
も
無
視
し
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
ア
プ
・
ー
チ
が
カ
バ
ー
し
う
る
政
治
学
の
領
域
の
範
囲
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
理
論
と
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ソ
理
論
で
は
、
た
と
え
ば
「
目
標
や
目
的
」
の
設
定
の
仕
方
等
に
つ
い
で
も
、
必
ず
し
も

同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
諸
問
題
を
次
に
一
っ
一
つ
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
や
妥
当
性
を
総
合
的
に
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
つ
い
て
は
近
い
将
来
に
別
の
機
会
を
得
て
試
み
た
い
と

　
（
3
）

思
う
。
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界
乞
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牌
日
国
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‘
9
蛭

　
（
2
）
　
政
治
に
お
け
る
人
問
性
の
要
因
の
介
入
問
題
は
ま
さ
に
欠
落
し
て
い
る
。

　
（
3
）
　
そ
の
一
部
は
『
新
聞
学
評
論
』
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
．
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